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ダンスの 
選
せ ん

択
た く

クラスメートがダンスをしているのを 
見
み

ながら，マディーはとても良
よ

い 
気
き

持
も

ちがしました。
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レベッカ・ビショフ
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

このお話
はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

マディーはダンス用
よう

のくつをかばんにしまいました。ダン
スの授

じゅ

業
ぎょう

が終
お

わり，次
つぎ

はお昼
ひる

の時
じ

間
かん

です。ドアのところ
で，友

とも

達
だち

のアシュリンと一
いっ

緒
しょ

になりました。
「あの新

あたら

しい曲
きょく

，どう思
おも

う？」お昼
ひる

を食
た

べる部
へ

屋
や

に向
む

かいなが
ら，マディーはたずねました。マディーたちのクラスは，その年

とし

の最
さい

後
ご

の発
はっ

表
ぴょう

会
かい

で，家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

の前
まえ

で新
あたら

しい曲
きょく

をおどることに
なっています。
「いいんじゃない」とアシュリンは言

い

いました。
「歌

か

詞
し

の中
なか

になんか変
へん

だなって感
かん

じる言
こと

葉
ば

があって」とマ
ディーは言

い

いました。「それがちょっと気
き

になってるんだ。」
マディーは，自

じ

分
ぶん

があのような曲
きょく

をおどっているところを両
りょう

親
しん

と妹
いもうと

に見
み

られたら，きっとはずかしい気
き

持
も

ちになるだろうと
思
おも

いました。
アシュリンはかたをすくめました。「わたしのお兄

にい

ちゃんは
あの曲

きょく

をすごく気
き

に入
い

っていて，よくかけてるよ。」
「そうなんだ。」マディーはうつむきました。
その日

ひ

，マディーの頭
あたま

の中
なか

ではずっとその曲
きょく

が流
なが

れていま
した。その曲

きょく

はマディーをいやな気
き

持
も

ちにしました。でも，ア
シュリンはその曲

きょく

が良
よ

くないとは思
おも

っていません。もしかす
ると，別

べつ

に悪
わる

い曲
きょく

じゃないのかもしれません。
マディーは，家

か

庭
てい

の夕
ゆう

べで音
おん

楽
がく

について教
おそ

わったときのことを
思
おも

い出
だ

しました。お母
かあ

さんは，良
よ

い音
おん

楽
がく

はせいれいを感
かん

じられ
るように助

たす

けてくれると言
い

っていました。悪
わる

い言
こと

葉
ば

を使
つか

ってい
る音

おん

楽
がく

は，みたまを感
かん

じるのをむずかしくします。もしかする
と，せいれいがマディーに，この曲

きょく

は良
よ

くないと教
おし

えておられる
のかもしれません。
マディーは顔

かお

をしかめました。この曲
きょく

には，神
かみ

様
さま

のことを悪
わる

く
言
い

うような言
こと

葉
ば

は入
はい

っていません。それでもこれは悪
わる

い曲
きょく

なの
でしょうか。
マディーは家

いえ

に帰
かえ

ると，お母
かあ

さんに曲
きょく

のことを話
はな

しました。
「お母

かあ

さんがどう思
おも

うか，歌
か

詞
し

を見
み

てくれる？」マディーはたの
みました。
二
ふた

人
り

はインターネットで歌
か

詞
し

を見
み

つけました。お母
かあ

さんが歌
か

詞
し

を読
よ

む間
あいだ

，マディーはその顔
かお

を見
み

ていました。
お母

かあ

さんはまゆをひそめました。「マディーがどうしていやな
気
き

持
も

ちがするのか，お母
かあ

さんにも分
わ

かるわ」と，お母
かあ

さんは言
い

い

ました。「神
かみ

様
さま

を悪
わる

く言
い

うような言
こと

葉
ば

は入
はい

っていないけれど，
4年

ねん

生
せい

がおどるのによい曲
きょく

だとは思
おも

えないわね。明
あ し た

日，この曲
きょく

についてお母
かあ

さんがダンスの先
せん

生
せい

に聞
き

いてみるから。」
次
つぎ

の日
ひ

，お母
かあ

さんは学
がっ

校
こう

でスレイター先
せん

生
せい

に話
はなし

をしました。マ
ディーはスレイター先

せん

生
せい

がおこるかもしれないと不
ふ

安
あん

でしたが，
そんなことはありませんでした！ 先

せん

生
せい

は，お母
かあ

さんがその曲
きょく

を
好
す

きでない理
り

由
ゆう

は理
り

解
かい

できると言
い

ってくれました。けれど，今
いま

か
ら曲
きょく

を変
か

えるのはもう間
ま

に合
あ

わないのだそうです。
「マディーはこの曲

きょく

をおどらなくてもいいですよ」と，スレイ
ター先

せん

生
せい

は言
い

いました。「この曲
きょく

の間
あいだ

は，舞
ぶ

台
たい

のわきにすわって
見
み

ていてもかまいません。」
一
ひと

人
り

だけすわって見
み

ているというのは，なんだかこわい気
き

が
しました。マディーは，一

いっ

緒
しょ

にすわって見
み

ていてほしいと，ア
シュリンにたのむことにしました。アシュリンは「いいよ」と
言
い

ってくれました！
発
はっ

表
ぴょう

会
かい

の日
ひ

，マディーは会
かい

場
じょう

でアシュリンに会
あ

いました。
「アシュリンが一

いっ

緒
しょ

にすわって見
み

ていることにしてくれて，すご
くうれしい！」マディーはにこにこしながら言

い

いました。
けれど，アシュリンはほほえんでいませんでした。「わたし，
やっぱりすわって見

み

ているのはやめることにしたんだ。」スカー
トを直

なお

しながら，アシュリンは言
い

いました「みんなと一
いっ

緒
しょ

におど
るね。」
マディーはショックを受

う

けました。一
ひと

人
り

ですわっていたくはあ
りません。それでもやっぱり，あの曲

きょく

のことを良
よ

くは思
おも

えません
でした。
マディーはみんなと一

いっ

緒
しょ

にならんで，最
さい

初
しょ

の曲
きょく

をおどりまし
た。いよいよ次

つぎ

の曲
きょく

です。
心
しん

臓
ぞう

がどきどきしました。マディーは心
こころ

の中
なか

で，そっとおいの
りをしました。それから深

ふか

く息
いき

をすいこみ，舞
ぶ

台
たい

のわきに歩
ある

い
て行

い

ってしゃがみました。
舞
ぶ

台
たい

のわきへ行
い

くと，気
き

持
も

ちがぐっと軽
かる

くなりました。マ
ディーはクラスメートたちのダンスをながめました。ダンスが
終
お

わると，拍
はく

手
しゅ

をしました。幸
しあわ

せで，温
あたた

かい気
き

持
も

ちでした。
マディーはにっこりとわらいました。一

ひと

人
り

ですわるのはこわ
かったのですが，自

じ

分
ぶん

がせいれいに耳
みみ

をかたむけられたことが
うれしかったのです。●
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